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�病理特殊染色
項目コード 項　目　名 目　的
40275 アザン染色 結合組織（膠原線維）
40327 マッソン ･トリクローム染色 結合組織（膠原線維）
40310 エラスチカ ･ワンギーソン (EVG) 染色 結合組織（弾性線維）
40272 ビクトリア青染色 結合組織（弾性線維）
40324 ビクトリア青染色＋HE染色 結合組織（弾性線維）
40295 鍍銀染色 結合組織（細網線維）
40328 PAM 結合組織（基底膜）
40321 コンゴー赤染色 アミロイド
40300 メラニン (フォンタナマッソン )染色 メラニン色素
40315 リンタングステン酸ヘマトキシリン (PTAH) 染色 線維素
40325 ギムザ染色 組織内血液細胞, ヘリコバクターピロリ
40271 グラム染色 一般細菌
40331 チールネルゼン染色 抗酸菌
40270 ワルチンスターリー (W-S) 染色 ヘリコバクターピロリ
40330 グロコット染色 真菌
40285 PAS染色 多糖類・真菌・赤痢アメーバ
40326 アルシアン青（AB）染色 多糖類
40323 PAS＋アルシアン青（AB）染色 多糖類
40332 トルイジン青染色 多糖類
40290 ベルリン青染色 鉄
40329 グリメリウス染色 内分泌細胞

※表にない染色についてはお問い合わせください。

●病理組織固定法
1.	組織の自己融解や乾燥を防ぐため固定はできるだけ新鮮な状態で行ってください。
2.	固定液は、10 〜 20％ホルマリン液を使用し組織の浸透を良くするため、大きめの容器に組織を入れてください。検体容器は、

密栓され、液漏れのないものをご使用ください。アルコールや生理食塩水は避けてください。遺伝子検査にも用いる場合は、
10％中性緩衝ホルマリン液を推奨します。

3.	胃・腸管は切開後粘膜面を上に、薄い板や厚紙に広げて固定してください。(臓器貼りつけ板には必ず施設名をご記入ください。)
4.	手術材料で大きい臓器などは、固定が不十分となることが多いので形状をそこなわない程度に切開し、固定液が十分浸透する

ように固定してください。
5.	胃、腸などのパンチバイオプシーは組織を乾燥させないよう注意し 10 〜 20% ホルマリン液に入れてください。(採取部位が

分かるようご記入ください。)
6.	骨髄生検材料は血液成分を多く含み、組織が細分化する傾向にあります。ろ紙を漏斗状に折り、その中心に生検組織材料を

入れて先端に組織を集め、ろ紙に包んだままホルマリン固定してください。


